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中高年層の社会的活動の特徴と課題（第２報）
一神奈川県における「ボランティアグループ等活動事例の調査」
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を通して ー

目的　第１報に続いて第２報では、グループによる活動状況の特徴から中高年層の社会
的活動の課題を探る。社会的活動が個人でされている場合とグループでされている場合の
特徴や課題の相違も明らかにする。
方法 （財）かながわともしび財団が、第１報で分析した「ボランティア等活動事例の調
査」と同時に行った「ボランティアグループ等活動事例の調査」を分析する。調査は、神
奈川県でボランティア等の活動をしている1,323 グループを対象に、各グループの代表者

に対して1997年12月～1998年１月にかけて郵送法で実施されたものであり、回収数は681 、
その内有効分析数は635 であった。主な調査内容は、活動へ至った経緯、活動の内容・状
況、組織の状況、活動の結果、公共機関・団体・行政に対する要望である。
結果　グループの代表者の性別は、男性208  （32.8％）、女性425  （66.9％）と、女性
が男性の約３倍であった。代表者の年齢は、男性の場合がより高い年齢層に分布しており、
平均年齢は男性の場合68.1歳、女性の場合60.7歳であった。会員の年齢層も、男性が代表
者のグループの方が高くなっている。5 ～24人の会員のグループが過半数である。そして
会員に男性がいないグループが４割あるのに対して、女性がいないグループは2.4 ％だけ
である。全体では７割近くのグループが「高齢者・障害者等の手助けなどの福祉活動」を
しているが、女性代表者のグループでは76％、男性代表者のグループでは53％と差があり、
男性代表者のグループの場合、「趣味・学習・教養」型の活動や「仲間づくり活動」が多
くなっている。３割が助成金も事業収入もなく、資金的援助の要望が一番出されている。

lGa-3　　　　ボランテ ィア活動の参加に及ぼすジェンダ ーの影響
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目的：ボランティア活動は個人の自主性に基づく行動である。　しかしボランティア活動
も睡眠や仕事などと同様、生活時間構造の中に位置づけられるものであり、参加者自身の
他の生活時間はもちろん家族の生活時間にも影響され、活動参加の制約はジェンダーの影
響を受けている可能性がある。ボランティア活動の参加分野にもジェンダーに基づく偏り

が指摘されており、本来ジェンダーニュートラルであるはずのボランティア活動に既存の
ジェンダーが反映される構造があるのならその解消が望まれる。本研究では、ボランティ
ア活動の参加状況を時間的側面と活動分野から把握し、ジェンダーの影響を考察する。
方法：総務庁「社会生活基本調査」（1996）を目的に応じて加工し、ボランティア活動を
含む社会的活動の、属性別の行為者率、行為者平均時間、参加状況についてジェンダーの

視点から分析を行う。
結果:（1）有業者の社会的活動は行為者平均時間、行為者率とも女性＜男性の傾向にあ
る。女性の中では「家事の傍らに仕事」をしている者の行為者率が高い。（2）配偶関係別
では男女とも未婚、離・死別者より有配偶者のほうが社会的活動時間が多い。（3）1年間

の社会奉仕活動（広義のボランティア）の行動者率は、男性24.2% に対し女性26.4% とわ
ずかに女性の方が高く、就業形態別では「家事の傍らに仕事」の女性34.9% 、続いて「主

に家事」の女性27.5% 、「主に仕事」の男性26.3% 、「主に仕事」の女性24.4% の順である。
（4）社会奉仕活動の活動分野は、全体の傾向に男女差は少ない が、「児童・老人・障害者

に対する奉仕」活動では女性の行為者率が男性の倍になっている。
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